


　型絵染という独自の境地を創造し、人間国宝に認定さ

れた芹沢銈介の生涯にわたる芸術性豊かな諸作品の鑑賞

と、戦中に図案指導に訪れた角館での足跡を振り返り、

樺細工に対するその功績を辿る展覧会です。

　芹沢作品は着物・のれん・風呂敷・うちわ・扇子など

の生活用品から、屏風・額など鑑賞用の作品、また本の

装幀・蔵書票・燐票・メニュー・ポスターなどの商業デ

ザインに類したものなど多岐にわたっています。この度

は膨大な作品の中から、市内の公営施設3館(美術館・

伝承館・文学館)でそれぞれの特色を生かした展示を行

います。

　芹沢銈介は柳宗悦の提唱した民藝思想を拠り所にその

実践者として邁進し、運動の中心人物として活躍しま

す。この芹沢と角館との本格的な接点は昭和19年、柳

宗悦とともに来角して樺細工を指導した伝習会に始まり

ます。昭和17年に日本民藝館で開始された樺細工伝習

会は、翌年10月にも同館で実施され、角館は3度目の

開催でした。

　当時の樺細工界の重鎮小野東三とその門下の佐藤省一

郞・菅原二郎・田口芳郎の4人の職人と、柳・芹沢両氏

の2週間にわたる協導作業から、様々な作品が誕生して

います。

　この伝習会が行われたのは太平洋戦争真っ直中で、優

秀な作り手も戦場に駆り出され、その存続が危ぶまれる

切迫した時代でした。この苦難の時代に、後世に伝えた

い仕事を必死に守ろうとした先人の叡智は、戦後の樺細

工隆盛につながっていきます。

　さて、本年3月に発生した東日本大震災は、多くの工

芸品産地に被害を与え復興が困難な仕事もあると聞きま

す。危機的状況は伝習会時に増して厳しいものがありま

すが、この展覧会が東北各地の工芸品と伝統を継承する

たくましい手を持つ職人たちへの一条の光となり、復活

への第一歩となっていただければ幸いです。

　最後になりましたが、開催にあたり多大なるご支援や

ご協力をいただきました。東北福祉大学芹沢銈介美術工

芸館・日本民藝館には心から感謝申し上げます。

　また市民の皆さまには、芹沢銈介が創造した美しく晴

れやかな世界を堪能していただきたく、展覧会の概要を

お知らせいたします。ご来館をお待ちしています。

芹沢銈介展 

－その作品と角館の足跡－

会期　平成23年10月1日（土）
　　　～11月23日（水）
　　　　　※会期中、無休

【会場】　

平福記念美術館　
「沖縄」「四季」「模様」「文字」をテー

マとした着物・屏風・帯・のれんな

ど大型作品の展示

角館樺細工伝承館　
工芸品や東北をモチーフとした作品コーナーと、樺細工

をはじめとする角館ゆかりの作品を展示

新潮社記念文学館　
新潮社版の装幀本や私本・私家本・蔵書票などの出版関

連作品と、自在な動きをみせる文字作品が中心の展示

【開館時間】

9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）

【入館料】

3 館共通券：720 円・2 館共通券：510 円・
単独券：300 円（小中学生は無料・団体割
引券もあり）※仙北市民は無料

■主催：仙北市・仙北市教育委員会　■協力：東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館・日本民藝館・秋田県立近代美術館

■問合せ：平福記念美術館　 54-3888　角館樺細工伝承館　 54-1700　新潮社記念文学館　 43-3333

保健師・看護師募集

平成23年度仙北市職員採用試験
試
験
区
分
・
受
験
資
格
／

保
健
師
（
採
用
予
定
・
２
人
）

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す

る
方
ま
た
は
平
成
23
年
度
中
に
実

施
す
る
国
家
試
験
で
取
得
す
る
見

込
み
の
方

看
護
師
（
採
用
予
定
・
５
人
）

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
看
護
師
免
許
を
有
す

る
方
ま
た
は
平
成
23
年
度
中
に
実

施
す
る
国
家
試
験
で
取
得
す
る
見

込
み
の
方

申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
は

田
沢
湖
庁
舎
は
総
務
部
総
務
課
、

角
館
・
西
木
庁
舎
は
各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
総
務
課

職
員
係
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
封

筒
の
表
に
「
職
員
（
保
健
師
ま
た
は

看
護
師
）
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し

て
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
手
続
き
／

【
持
参
の
場
合
】

申
込
書
と
自
己
紹
介
書
に
所
要
事

項
を
全
て
記
入
し
、
受
験
票
に
最

近
撮
影
し
た
上
半
身
、
脱
帽
、
正

面
向
き
、
縦
６
セ
ン
チ
、
横
４
・
５

セ
ン
チ
の
写
真
を
貼
っ
て
、
健
康

◆①②◆◆ア

診
断
書
と
あ
わ
せ
て
総
務
部
総
務

課
職
員
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
角
館
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
）

【
郵
送
の
場
合
】

ア
の
書
類
の
ほ
か
、
宛
先
を
明
記

し
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
、

切
手
不
要
）
を
必
ず
同
封
の
う
え
、

総
務
部
総
務
課
職
員
係
宛
の
封
筒

に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
」
と
朱

書
き
し
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
平
成
23
年
９
月
16

日
（
金
）
～
10
月
14
日
（
金
）
ま

で
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

郵
送
の
場
合
は
、
10
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
着
信
の
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。

試
験
日
時
／
平
成
23
年
10
月
21
日

（
金
）
9
時
～
12
時
　
※
試
験
説
明

を
8
時
50
分
か
ら
行
い
ま
す
。

試
験
会
場
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖

庁
舎

試
験
内
容
／
作
文
・
口
述
試
験
・

身
体
検
査
・
資
格
調
査

申
込
・
問
合
せ
／

仙
北
市
役
所
総
務
部
総
務
課
職
員
係

０
１
８
７
（
43
）
１
１
１
１

〒
０
１
４
ー

１
２
０
１

秋
田
県
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字

宮
ノ
後
30
番
地

イ◆◆◆◆◆

保健課　大坂久美

保健課で母子保健の担当をし

ています。母子手帳発行、乳

幼児の健診や予防接種といっ

た担当の分野だけでなく、成

人の特定健診やがん検診等の

予防活動、高齢者の方の健康

相談なども行っています。住

民の方々とのふれあいや、先

輩保健師からの助言、他職種

の方との関わりなど、様々な

方との出会いで得たものは、

私の貴重な財産となっていま

す。保健師はやりがいを感じ

られる職業です。

角館総合病院　加藤恵梨佳

整形外科病棟で看護師とし

て患者様の日常のケアや検

査・処置の介助などをしてい

ます。まだ、わからないこと

ばかりですが、信頼できる上

司や先輩方の指導のもと患者

様お一人おひとりのニーズに

合った看護ができるよう精一

杯努力していきたいと思いま

す。

神代診療所　高橋昭子

私は宮城県白石市の出身です。

８年前、縁ありまして仙北市

田沢湖にやってまいりました。

現在は、神代診療所の看護師

として診療介助や週一回の在

宅訪問を行っています。診療

所を訪れる方は、地域の人が

主で子供から高齢者まで多様

の方が見えられます。やっと

地域や仕事にも慣れてきまし

たが、なお一層皆様に親しま

れる、信頼される看護師を目

指して地域ケアに関わってい

きたいと思います。

にしき園　菅原真由三

入所している利用者様の医療

措置や投薬、健康管理、そし

て介護員と同様に身体介護も

行っています。施設看護の魅

力は、利用者様と同じ目線に

立ち、寄りそったケアができ

ることだと思います。医師や

介護員、ＰＴとのコミュニケー

ションを大切にし、利用者さ

んが安全で快適な生活を送れ

るように見守っていきたいで

す。

職員インタビュー
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６
月
か
ら
募
集
し
て
い
る
「
せ
ん

ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
、

３
人
の
方
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
生
活
に
密
着
し
た

主
に
産
業
の
分
野
で
、
卓
越
し
た
知

恵
や
技
能
を
持
つ
方
を
認
定
し
、
そ

の
継
承
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　
今
回
認
定
を
受
け
た
方
は
、
か
や

ぶ
き
技
術
保
持
者
、
大
石
辰
夫
さ
ん

（
梅
沢
）、佐
藤
喜
一
さ
ん
（
小
渕
野
）、

郷
土
料
理
指
導
者
、
真
崎
正
子
さ
ん

（
卒
田
）
で
す
。

　
引
き
続
き
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
４
日
、
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
を

会
場
に
、
田
沢
湖
・
角
館
観
光
連
盟

設
立
を
記
念
し
た
溝
畑
宏
観
光
庁
長

官
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
震
災
後
の
観
光
の
取
組
」
と
題

し
た
こ
の
講
演
会
は
、
観
光
行
政

ト
ッ
プ
の
話
を
聞
け
る
貴

重
な
機
会
と
あ
っ
て
、
観

光
業
に
携
わ
る
方
々
な
ど

約
１
３
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
「
観
光
は
総
合
産
業
。

根
底
に
は
地
域
作
り
が
あ

り
、
そ
こ
に
住
む
人
み
ん

な
が
自
信
と
元
気
と
誇
り

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
」

と
大
分
県
庁
時
代
の
大
学
誘
致
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
て
、
観
光
へ

の
取
り
組
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
観
光
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う

と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

溝
畑
宏
観
光
庁
長
官
講
演
会

観
光
へ
の
取
り
組
み
を
熱
弁

ふるさとマイスターに認定された（写真左
から）大石さん、佐藤さん、真崎さん

産
業
分
野
の
継
承
活
動
を
支
援

３
人
の
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
誕
生
！

仙
北
地
方
さ
さ
ら
大
競
演
会

復
興
願
い
勇
壮
に
舞
う

　
８
月
28
日
、
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
大

駐
車
場
を
会
場
に
、
仙
北
地
方
さ
さ

ら
大
競
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
競
演
会
は
、
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
東
北
復
興
を

祈
願
し
よ
う
と
、
仙
北
市
伝
統
文
化

活
性
化
委
員
会
（
大
山
文
夫
代
表
）

が
企
画
。
仙
北
市
か
ら
６
団
体
、
大

仙
市
か
ら
４
団
体
の
ほ
か
、
能
代
市

の
常
州
下
御
供
佐
々
楽
や
潟
上
市
の

新
関
さ
さ
ら
が
特
別
出
演
し
、
千
人

以
上
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

溝畑長官は昭和35年京都府生まれ。
東京大学法学部卒業後、自治省入
省。大分県企画部次長、2002年ワー
ルドカップ組織委員会実行委員、
(株 )大分フットボールクラブ代表
取締役を経て22年1月より現職。

　
「
角
館
の
お
祭
り
」
が
9
月
7
日

か
ら
９
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
、
町
中
が
祭
り
一
色
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。

　
角
館
の
お
祭
り
は
、
地
域
の
繁
栄

や
商
売
繁
盛
、
家
族
の
無
病
息
災
な

ど
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
角
館
町
岩

瀬
の
神
明
社
（
9
月
7
日
、
8
日
）

と
西
勝
楽
町
の
薬
師
堂（
9
月
8
日
、

9
日
）
の
祭
り
が
一
緒
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

歌
舞
伎
人
形
や
武
者
人
形
を
の

せ
、
き
れ
い
に
飾
っ
た
18
台
の
曳
山

が
７
日
に
神
明
社
へ
参
拝
。
8
日
は

佐
竹
北
家
当
主
へ
上
覧
。
薬
師
堂
へ

は
８
日
ま
た
は
９
日
に
参
拝
に
向
か

い
ま
す
。曳
山
は
飾
山
囃
子
を
奏
で
、

艶
や
か
な
手
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら

町
内
を
曳
き
廻
し
ま
す
。
曳
山
同
士

が
道
で
か
ち
あ
う
と
、
通
行
の
優
先

権
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
を
繰
り
返
し
、

決
裂
す
る
と
実
力
で
押
し
通
す
た

め
曳
山
同
士
が
激
し
く
激
突
す
る
山

ぶ
っ
つ
け
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
曳
山

を
曳
く
若
者
ば
か
り
で
な
く
、
見
物

す
る
人
を
も
魅
了
す
る
華
麗
で
豪
快

な
祭
り
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
今

年
も
明
け
方
ま
で
若
者
の
か
け
声
と

お
囃
子
の
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

角
館
の
お
祭
り

　
台
の
曳
山
が
町
内
練
り
歩
く

18

≪囃子部門≫
〇最優秀賞（角館のお祭り保存会長賞）
　岩瀬若者一同　祭喜会　代表　加藤清貴
　
○優秀賞（角館町観光協会長賞）
　横町若者　角館山本組　代表　山本善英

○優秀賞（仙北市商工会長賞）
　本町通り　神代芸能保存嬉遊会　代表　小原喜代四郎

≪手踊り部門≫
○最優秀賞（角館のお祭り保存会長賞）
　七日町丁内　藤美会　代表　藤原ミサ子

○優秀賞（角館町観光協会長賞）
　本町通り　高橋キヌ子社中　代表　高橋キヌ

○優秀賞（仙北市商工会長賞）
　横町若者　渡部幸子社中　代表　渡部幸子

　
平成 23年度　おやま囃子コンクール

写真：１．オープニングを飾った梅沢さ
さら　２．常州下御供佐々楽（能代市）　
３．新関ささら（潟上市）　４．戸沢ささ
ら　５．白岩こどもささら　６．広久内
ささら　７．小山田ささら　８．白岩さ
さら　９．堂野口ささら

１

2

3

4

7 8 9

6

5

　９月８日、佐竹北家上覧時に、各町内の山車が一堂に会し、おやま
囃子コンクールが開催されました。
　厳正な審査の結果、次の方々が各賞を受賞されました。

地
域
の
話
題
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仙北市バドミントン Jr. スポーツ少年団

三浦悠君、及川貴博君が上位入賞！

　第 17 回東北小学生バドミントン大会県予選が、８

月７日、能代市総合体育館を会場に開催されました。

　この大会には、生保内、西明寺、桧木内の各小学校

から 13 人が出場し、シングルスの部で４人が上位入

賞を果たしました。

　６年生以下男子シングルスの部では、菅 大我君（桧

木内小）が準優勝と活躍し、10 月８日から山形県で

行われる東北大会に出場することになりました。

上位入賞者（敬称略）

男子２年生　優勝　　三浦 悠（生保内小）

男子６年生　準優勝　菅 大我（桧木内小）

男子３年生　３位　

　及川 貴博（西明寺小）

女子３年生　３位　

　鈴木 怜奈（生保内小）

第 38 回東北総合体育大会馬術競技

市内選手、好成績を収める

　８月 27 日と 28 日、第 38 回東北総合体育大会馬

術競技が青森県十和田市で行われ、市内在住の選手が

好成績を収めました。

　上位の成績を収めた４選手は、10 月２日から開催

される山口国体に秋田県選手団として出場することに

なりました。

大会成績（敬称略）

三浦 裕芽子　成年女子馬場馬術競技　　　　１位

 　　　　　　成年女子標準障害飛越競技　　３位

阿部 大輔　　成年男子国体総合馬術競技　　４位

 　　　　　　成年男子馬場馬術競技　　　　２位

小澤 勝芳　　少年馬場馬術競技　　　　　　１位

藤村 香菜子　成年女子二段階障害飛越競技　１位

 　　　　　　成年女子標準障害飛越競技　　２位　

第 41 回大曲・仙北田沢湖一周駅伝競走大会・

第 16 回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会

中学生が田沢湖畔でたすきつなぐ

　８月 30 日、田沢湖畔で「第 41 回大曲・仙北田沢

湖一周駅伝競走大会」「第 16 回大曲仙北中学校田沢

湖女子駅伝競走大会」が行われ、それぞれ 31 チーム

が参加しました。

　男子（一周駅伝 20.6km）は千畑Ａが１時間７分

27 秒、女子（女子駅伝 12.6km）は千畑Ａが 44 分

８秒で優勝しました。

順位（市内中学校）

男子　3. 角館Ａ　7. 西明寺Ａ　9. 生保内Ａ

　　　12. 角館Ｂ　16. 神代Ａ　21. 桧木内

　　　27. 生保内Ｂ　28. 西明寺Ｂ　29. 神代Ｂ

女子　5. 角館Ａ　7. 生保内Ａ　17. 桧木内

　　　19. 角館Ｂ　24. 西明寺　27. 神代

　　　29. 生保内Ｂ

第６回仙北市ソフトテニス大会

21組が熱い戦いを展開

　８月 28 日、西明寺中学校テニスコートを会場に、

第６回仙北市ソフトテニス大会が行われ、21 組が熱

戦を繰り広げました。

大会成績（敬称略）

一部

優勝　　藺藤・仙葉ペア（西木ク）

準優勝　高橋・佐藤ペア（田沢湖ク・角館高）

第３位　斯波・高橋ペア（西木ク）

二部

優勝　　伊藤・高藤ペア（田沢湖ク）

準優勝　高橋・松田ペア（角館ク・田沢湖ク）

第３位　鈴木・進藤ペア（西明寺中）小澤選手：馬場馬術競技藤村選手：二段階障害飛越競技
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大震災支援 NEWS ＆ Information

ニュース＆インフォメーション
問合せ：東日本大震災支援本部　 43-0261

　

７
日
か
ら
９
日
未
明
に
か
け
、
角
館

祭
り
の
や
ま
行
事
で
、
張
番
さ
ん
巡
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
市
民
が

安
全
な
毎
日
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、

所
得
が
上
が
り
ま
す
よ
う
に
…
」
な
ど
、

市
政
課
題
の
解
決
を
、
（
恥
ず
か
し
な
が

ら
）
神
様
に
お
願
い
し
て
歩
き
ま
す
。

副
市
長
・
教
育
長
も
一
緒
で
、
ワ
イ
ワ

イ
と
結
構
に
ぎ
や
か
で
す
。

　

こ
の
張
番
さ
ん
巡
り
、
実
は
相
当
な

体
力
勝
負
で
す
。
皆
さ
ん
ど
こ
で
も
御

神
酒
（
お
み
き
）
を
進
め
て
く
だ
さ
い

ま
し
て
…
、
全
部
飲
み
干
さ
な
い
と
神

様
は
願
い
事
を
聞
い
て
く
れ
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に

杯
を
重
ね
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
と
、
通

常
は
２
～
３
箇
所
の
張
番
さ
ん
を
回
る

だ
け
で
、
「
ホ
ジ
」
を
落
と
し
ま
す
。

　

自
分
は
、
張
番
さ
ん
巡
り
を
何
年
も

し
て
い
ま
す
。
長
い
修
行
の
中
、
完
全

に
「
ホ
ジ
」
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
半

分
「
ホ
ジ
」
を
残
す
技
術
を
身
に
付
け

ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
で
、
町
内
の
皆

さ
ん
の
お
話
し
を
聞
く
と
、
今
年
の
張

番
さ
ん
で
の
話
題
ベ
ス
ト
３
は
、
「
お
祭

り
と
新
病
院
建
設
と
所
得
税
の
不
正
還

付
」
の
３
つ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

お
祭
り
の
お
話
し
は
エ
ン
ド
レ
ス
に

続
き
ま
す
。
哀
し
い
か
な
、
に
わ
か
勉

強
程
度
の
知
識
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

次
に
新
病
院
建
設
の
お
話
し
、
建
設
場

所
が
決
ま
っ
て
い
る
と
か
、
何
と
か
と

い
う
偉
い
先
生
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
か
、
初
め
て
耳
に
す
る
お
話
し

も
あ
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。

　

所
得
税
の
不
正
還
付
の
お
話
し
で
は
、

市
民
の
多
く
が
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
（
こ
れ
は
職
員
も
同
様
で

す
）
。
当
時
の
職
場
の
雰
囲
気
、
〝
赤
信

号
み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
〟
が
、

原
因
の
根
っ
こ
で
は
な
い
か
と
ご
指
摘

す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

例
え
動
機
が
郷
土
愛
、
職
場
愛
だ
っ

た
と
し
て
も
、
違
法
行
為
で
す
。
人
生

は
間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
ら
こ
れ
を
認

め
、
正
す
べ
き
を
正
す
、
そ
し
て
再
ス

タ
ー
ト
す
る
覚
悟
が
大
切
で
す
。

　

張
番
さ
ん
で
笛
や
太
鼓
、
若
衆
の
歓

声
を
聞
き
な
が
ら
御
神
酒
を
い
た
だ
く

う
ち
、
「
仙
北
市
の
未
来
は
き
っ
と
明
る

い
」
と
思
え
て
き
ま
し
た
。
お
祭
り
の

力
で
し
ょ
う
か
。

「
お
祭
り
の
力
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

交通手段の確保に一役

山田町にマイクロバスを寄贈

　８月 31 日、仙北市から岩手県山田町に、
マイクロバスが寄贈されました。
　桧木内小学校に新たなスクールバスが納
車され、今まで活用していたスクールバス
を、震災の影響で車両確保に苦労している、
岩手県山田町の皆さんに役立ててもらうた
め、この度の寄贈となりました。
　沼崎喜一町長より「この度の被害で、福
祉バスが廃車になり苦慮していた。大変あ
りがたい」と感謝の言葉が述べられました。

まちづくり
日記

No.31

　８月 23 日には桧木内小学
校で新型バスがお披露目さ
れ、今まで使用していたス
クールバスが山田町へ送ら
れる説明があり、6 年生の若
松政崇君が「被災地でも活
躍してほしいです。 これま
でありがとう」とお礼の気
持ちを伝えました。

贈呈式で沼崎喜一町長へ鍵を手渡した
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日時／ 10月 22日（土）～ 23日（日）
主会場／神代市民体育館・駐車場

　　　　（田沢湖神代野中清水）

●農産物、食品加工品募集／出品された数だけ記念品

を配布しますので多数の出品をお待ちしています。

＊例年通り、農業関係協力員の方々を通じて、出品依

頼文書を配布

食品加工品：漬物・加工品・お菓子など皆さんご自慢

の逸品を募集。

＊申込用紙は、市のホー

ムページ、各地域セン

ター、農山村活性課、JA

各営農センターに設置し

ています。ぜひ多くのご

参加をお願いします。

●申込締切／ 10 月 18 日（火）

市役所からの
お知らせ

　今年度の祝金対象者は次の方です。

①昭和 5 年 9 月 16 日～昭和 6 年 9 月 15 日生まれ

　（80 歳）／ 5 千円

②大正 11 年 9 月 16 日～大正 12 年 9 月 15 日生まれ

　（88 歳）／ 1 万円

＊仙北市に 9 月 15 日以前、引き続き 3 年以上居住

している方への贈呈となります。

＊老人の日（9 月 15 日）以降、対象者のお手元にお

届けします。

＊贈呈にあたりましては、地域の民生委員の協力を

お願いしています。

●問合せ／長寿支援課　長寿生きがい係　 43-2281

敬 老祝金の贈呈について
80 歳・88 歳の方に

敬老祝金を贈呈しています

●日時／ 10 月 21 日（金）　

受付 9：30 ～ 11：30　診察 10：00 ～ 12：00

●場所／大仙市大曲中央公民館

●対象地区／仙北市、大仙市、美郷町

●実施内容／身体障害者手帳の診断、補聴器の医学

的判定および医療相談

●問合せ／社会福祉課　障がい福祉係　 43-2288

身 体障害者巡回相談（聴覚）
10 月の実施について

お知らせします

　生涯学習活動をしたい団体・サークル・個人等に、

生涯学習活動の指導者の情報を提供する目的とし

て、生涯学習人材バンク登録名簿を作成します。

　文化・芸術・スポーツなど生涯学習活動に生かせ

る専門知識や技能をお持ちの方（指導者＝人材）の

登録をお願いします。

●登録する人材／

①生涯学習活動に深い理解と熱意があり、健康な方

②文化・芸術・レクリエーション等について、特技・

　技能を持ち、団体や個人の指導のできる方

③営利・宗教・政治目的の指導を行わない方

●登録の仕方／「人材バンク登録票」に記入し、生

涯学習課に提出してください。

＊登録票は、田沢湖・角館・西木の各公民館に備え

付けています。また、仙北市ホームページからもダ

ウンロードできます。

　詳しくは、ホームページをご覧いただくか、下記

へお問い合わせください。

●問合せ／生涯学習課　 43-3383　FAX 54-1727

仙 北市生涯学習人材バンク登録
について

●イベント案内／

10 月 22 日（土）：田沢湖龍神太鼓、神代こども園の

園児発表、藤波一座　ほか

＊特別出演として宮城県女川町からの獅子舞を予定し

ています。

10 月 23 日（日）：おやま囃子３団体、藤波一座　ほか

● 2 日間実施イベント／仙北肉の即売コーナー、淡雪

こまち・ゆめおばこの試食・先着配布、ゴパンによる

米粉パンの試食コーナーなど盛りだくさんです。

●展示部門等案内／市内各保育園からの食育体験のパ

ネル展示コーナーやさつまいもなど、収穫した野菜の

展示コーナーを特設します。

　総合産業研究所の活動状況紹介コーナー、農山村体

験デザイン室コーナー（グリーンツーリズムの情報を

紹介）等特設します。

●シャトルバスの運行／田沢湖地区、角館地区、西木

地区からそれぞれ会場までのシャトルバス等の運行を

しますのでぜひご利用ください。

＊この他のイベント、出店など詳細については、10

月に産業祭のチラシを折込します。

●問合せ／仙北市産業祭実行委員会事務局

（仙北市農山村活性課） 43-2206

第7回　仙北市産業祭

保
健
の
掲
示
板

広報せんぼく9

　仙北市では、平日に仕事などで健診を受けることができな

かった方を対象に土曜日に総合健診を実施します。まだ健診

を受診していない方は是非この機会に受診してください。

　申込が必要となりますので、保健課までご連絡ください。

●受けられる検診／特定健康診査・一般健診・大腸がん検診・

前立腺がん検診・肝炎ウィルス検診・肺がん検診・胃がん検診

●対象／ 40 ～ 64 歳の方で、平日に健（検）診を受けられ

なかった方

●日時等／

受付時間：7：30 ～ 9：00（大腸がん検診は 7：00 から）

日にち 健（検）診会場 申込締切日

10 月 8 日（土） 角館交流センター 9 月 28 日（水）

10 月 15 日（土） 生保内市民体育館 10 月 5 日（水）

10 月 22 日（土） 西木保健センター 10 月 12 日（水）

●申込方法／

①事前に配布している「総合健診申込書」を各地域センター、

　出張所、保健課に届ける

②保健課に、電話またはファックスをする

（氏名、生年月日、住所、電話番号、健診会場と日にち、希望

健診名を伝えてください）

●申込・問合せ／仙北市保健課　 55-1112　FAX 55-1113

総合健診のご案内 1

　皆さんは、健診結果をどんな思いで見ましたか？ほっとし

た方、もう少し気を付けれたら～と思った方と、いろんな思

いが湧いたなかで、今、ちょっとこころがけたいことに保健師・

栄養士がお手伝いします。

　次の日程で「特定健診等」の結果について説明を行います。

本人のおいでをお待ちします。本人が来られない場合は、代

わりに家族の方にご説明します。

●内容／血圧測定・体脂肪測定・保健師・栄養士による個別

健康相談

●持物／特定健診等結果票、健康手帳（持っている方）

●日程／

地区 相談日 会場 受付時間

角
館

9 月 22 日

（木）

雲沢集落センター 10：00 ～ 11：00

白岩部落会館 14：00 ～ 15：00

９月 26 日

（月）
中川集落センター 10：00 ～ 11：00

９月 27 日

（火）
健康管理センター

10：00 ～ 11：00

14：00 ～ 15：00

田
沢
湖

10 月 11 日

（火）

神代就業改善セン

ター

10：00 ～ 11：00

14：00 ～ 15：00

10 月 17 日

（月）

田沢湖健康増進セ

ンター

10：00 ～ 11：00

14：00 ～ 15：00

10 月 18 日

（火）
田沢交流センター 10：00 ～ 11：00

西
木

10 月 25 日

（火）

桧木内公民館 10：00 ～ 11：00

紙風船館 14：00 ～ 15：00

10 月 26 日

（水）
西木保健センター 10：00 ～ 11：00

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

「特定健診等」の結果説明について 2

文
化
情
報
は
っ
し
ん

　朗読や読み聞かせでご活躍されている谷京子先

生をお招きして、絵本の読み聞かせ講習会を行い

ます。読み聞かせに興味のある方、是非参加して

みませんか？

●日時／ 10 月 5 日（水）10：00 ～ 16：00

●場所／仙北市総合情報センター　2 階　学習室

●内容／絵本の選び方・読み方・講師との対談・

質疑応答

●参加費／ 200 円（お茶代・資料代）

＊昼食を申し込まれる方は別途 500 円

●定員／ 20 人（定員になり次第締切）

【申込・問合せ】角館図書館ボランティア

事務局　仙北市学習資料館　 43-3333

第8回　谷京子先生読み聞かせ講習会

学習資料館

Information

　新潮社の創業者・佐藤義亮

の時代を『新潮社七十年』（河

盛好蔵著）の「新潮社と翻訳

文学」に沿って紹介します。

●会期／ 9 月 25 日（日）まで

●開館時間／ 9：00 ～ 17：00

＊入館は 16：30 まで

●休館日／毎週月曜日（9 月 19 日は開館・9 月

20 日は振替休館）

●観覧料／大人（高校生以上）300 円

＊小中学生・仙北市民は無料

【問合せ】新潮社記念文学館　 43-3333

佐藤義亮没後 60年

新潮社と翻訳文学展
－翻訳文学の嚆矢『父と子』から
　　　　　　　　『クレストブックス』まで

新潮社記念文学館
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イベント講座・講習

秋田美人
100 人キャンペーン

　「田沢湖・角館観光連盟」では、東日

本大震災後の落ち込みから完全復活を図

るため、里帰りキャンペーンに続く第２

弾として、東京都内で「秋田美人１００

人キャンペーン」を実施します。

　これは、秋田県の「ＪＲ東日本・重点

販売地域」（ミニＤＣ）の指定に伴うキャ

ンペーンのオープニングにあたり、全国

的にも評判の高い秋田の女性の力を結集

し、秋田および仙北市への来訪を呼び掛

けるものです。

　内容は、10 月 1 日（土）に東京都内

2 カ所（有楽町・上野）で開催される

JR、県のイベントに参加し、キャンペー

ンチラシ等の配布を行い、県外からのお

客様に対する宿泊クーポンや商品券引換

による誘客宣伝を図るものです。参加対

象者は田沢湖・角館町・西木観光協会の

会員企業等に所属されている 18 歳以上

の女性の方々が対象となります。協会員

以外で参加を希望される方は、お問い合

わせください。（仙北市から参加される

方々については、観光連盟より旅費・日

当分として15,000円の補助があります）

＊市民の皆様も、ご家族で都内在住の

18歳以上の女性の方がおられましたら、

キャンペーンにご協力いただけるよう、

お声掛けをお願いします。（首都圏から

の参加者については記念品を差し上げま

す。参加希望の方がおられましたら、お

手数ですが下記のお問い合わせ先までご

連絡をお願いします）

①「あきた産直市」会場：JR 上野駅中

央改札グランドコンコース

＊秋田美人 100 人キャンペーンは 13：

30 ～ 14：30 の実施となります。

②「ふるさと秋田まつり in 有楽町」会場：

有楽町駅前広場、東京交通会館 1F

＊秋田美人 100 人キャンペーンは 15：

30 ～ 16：30 の実施となります

●問合せ／田沢湖・角館観光連盟

（社）田沢湖観光協会内　 58-0063

セミナーのご案内

 転職や再就職等を希望している 60 歳

未満の方を対象に、セミナーを開催しま

す。雇用保険受給者の方は、求職活動の

実績としてカウントできますので、ぜひ

ご参加ください。なお、応募の状況等に

より早期に締め切る場合がありますの

で、ご留意ください。

●求職者向け　

『第 1回まごころ料理創作セミナー』

　食の商品開発やプロデュースなど、

フードコーディネートに必要な知識と技

術の基礎を学べます。

【フードコーディネーター入門にあたる

知識や技術の習得、地元の食材を使った

創作料理実習等】

●開催日／ 11 月 14 日（月）、15 日

（火）、16 日（水）、18 日（金）　●時

間／ 10：00 ～ 15：00　●場所／田

沢湖健康増進センター（田沢湖病院とな

り）　●定員／ 5 人　●申込期限／ 10

月 31 日（月）　●受講料／無料

◆応募多数の場合は選考となります。

◆セミナーの詳細やお申し込み方法は、

ハローワーク角館に設置している案内チ

ラシや協議会ホームページをご覧くださ

い。

●問合せ／仙北市雇用創造推進協議会

（商工課　緊急雇用対策室内）佐藤　

55-4858　FAX 54-4102　　

URL：http://koyou-semboku.jp/

奥羽本線で行く「新庄味覚
まつり食べ歩きツアー」
参加者募集

　秋田県と山形県の山形新幹線延伸推進

団体は、奥羽本線の利用拡大と山形新幹

線延伸運動 PR の一環として、鉄道を利

用した両県相互交流事業を実施していま

す。今年度、秋田県側からの 2 回目の

交流事業として、「新庄味覚まつり食べ

歩きツアー」を次のとおり実施します。

定員になり次第締め切りますので、お早

めにお申込みください。

●とき／ 10 月 15 日（土）　●行程／

湯沢駅 9：48 発→新庄駅 10：50 着

→新庄味覚まつり（自由散策・各自昼

食）→新庄駅 14：22 発→湯沢駅 15：

25 着　●参加料／ 1,300 円　＊湯沢‐

新庄間の往復料金に食事券（100 円券

5 枚組）込みの値段です。　●定員／

150 人（先着順）　●申込・問合せ／羽

後交通観光湯沢営業所　 0183-73-

1151

相談してください！
人権・いじめ・困りごと

　次のような悩みごと・困りごとはあり

ませんか？人権擁護委員が相談に応じま

す。相談無料、秘密厳守。ひとりで悩ま

ず相談してくだい。

・近隣との争いごと・いじめや体罰・子

どもや高齢者の虐待・配偶者からの暴力・

結婚、離婚の強要、妨害・借地、借家の

問題・押し付けや嫌がらせ・登記、戸籍、

相続、扶養等の問題・名誉を傷つけられ

たとき 

●問合せ／秋田地方法務局大曲支局　　

0187-63-2100　

【仙北市人権擁護委員】

◆角館地区

草薙紀雄（白岩） 55-2803

山口幸子（西勝楽町） 53-2856

黒澤福子（山谷川崎） 54-2283

◆田沢湖地区

髙橋正子（生保内） 43-1291

伊藤和彦（角館東前郷） 44-2195

石橋正子（卒田） 44-3759

◆西木地区

門脇主彦（上桧木内） 49-2451

伊東和子（桧木内） 48-2921

大沼ブラックバス釣り大会

　大沼にもブラックバスが繁殖し、生態

系に被害を及ぼしていることから、駆除

を目的とした釣り大会を開催します。 

●日時／ 9 月 25 日（日）受付 8：00

～　大会 8：30 ～ 11：30　●集合場

所／大沼公園入口駐車場　●参加費／無

料（賞品：大量・大物・参加賞　ほか）

●問合せ／齋藤弘　　 44-2573　

大山実　 44-3217

平成 23 年度　
仙北市障がい者ふれあい
芸能文化発表会
～震災に負けるな　みんな大きな
輪・和・わになろう！！～

●日時／ 10 月 1 日（土）10：00 ～

14：00　●場所／仙北市角館交流セミ

ナー　●内容／【オープニング】10：

00 ～ 10：40　角館小学校おやまばや

しクラブ・角館混声合唱団　【第 1 部】

11：00 ～ 12：00　講演会『不死身

の落語家（はなしか）～笑いがお薬～』

講師：春風亭柳桜さん　＊手話通訳と要

約筆記（パソコンによる文字通訳）によ

る同時通訳あり　【第 2 部】12：00 ～

13：00　障がい者によるステージ発表

会、作品展示・福祉利用者による製品展

示・販売、福祉介護用品や障害者福祉用

具の紹介と説明コーナー　＊入場は無料

です。皆様のお越しをお待ちしています。

●問合せ／実行委員会事務局　愛仙にじ

47-3001

日本障害者スポーツ協会公認

初級障害者スポーツ指導
員養成講習会

●期間／ 11 月 11 日（金）、12 日（土）、

13 日（日）の 3 日間　●会場／秋田県

社会福祉会館　●定員／ 30 人　●受講

料／無料（講習会テキスト代 4,000 円、

認定申請手続料 8,500 円は別途徴収）　

●申込受付期間／ 10 月 14 日（金）ま

で　●申込方法／所定の申込用紙によ

り郵送または FAX で事務局へ（関係書

類は協会ホームページからダウンロー

ドできます）　●問合せ／秋田県障害者

スポーツ協会事務局　　 018-864-

2750　FAX 018-874-9467

あじさい塾

●日時／ 9 月 30 日（金）19：00　●

会場／仙北市角館交流センター　第 1 研

修室　●参加費／無料（申込不要）　●

講師／吉尾純先生（精神科医）　●内容

／「発達障害ってなんだろう」をテーマに、

4回にわたり学習していく第1回目です。

残る 3 回は今年度中に開催予定です。4

回出席できなくてもかまいません。　●

問合せ／安藤　 090-2989-2918

伊藤　 090-3363-4391

がんばろう！東北
第26回生保内節全国大会

　被災地からの出場者

も、おなじみ地元の出

場者も、皆さんの声援

が励みになります。ぜ

ひ、お誘い合わせて

のご来場をお待ちし

ています。

●開催日／ 9 月 22 日（木）、23 日（金）

●会場／仙北市民会館　●入場料／無料

●問合せ／仙北市民会館　 43-1307

　　相談

第 6回仙北市スポーツ少年団

陸上競技大会

●日時／ 10 月 10 日（月・体育の日）

8：30 ～ 12：30　 小 雨 決 行・ 荒 天

中止　●会場／生保内中学校陸上競技

場　●種目／【トラック】全学年男女

100 ｍ・男子（4 年生以上） 200 ｍ、

1000 ｍ・400 ｍ R、女子（4 年生以

上）200m・800 ｍ・400 ｍ R　【フィー

ルド】（4 年生以上の男女）走幅・走高・

ソフトボール投げ　●参加料／ 200 円

●参加資格／仙北市スポーツ少年団登録

者及び管内の小学生　●出場制限／リ

レーを除き一人 1 種目とする。＊リレー

チームの構成は、補欠を含め 6 人以内

単位団体より 2 チームまで　●申込締

切日／参加料を添えて 9 月 27 日必着

●申込・問合せ／仙北市体育協会　仙北

市スポーツ少年団陸上競技大会実行委員

会事務局 54-3474（FAX 兼）　

日本語指導者研修

　外国人に日本語を教えてみたい方、地

域の日本語教室で日本語ボランティアを

されている方を対象とした研修会を開催

します。

【日本語サポーター研修会（これから日

本語ボランティアをされる方向け）】

◆横手会場

●開催日時／ 10 月 15 日（土）、22 日

（土）、29 日（土）12：30 ～ 16：30

●場所／南部男女共同参画センター　●

講師／宮本律子氏（秋田大学教育文化学

部教授）

◆大館会場

●開催日時／ 10 月 22 日（土）、29

日（土）、11 月 5 日（土）12：30 ～

16：30　●場所／大館市中央公民館　

●講師／佐藤雅彦氏　

●定員／各会場とも 30 人　●費用／

300 円

【日本語指導者研修会（既に地域の日本

語教室等でボランティアをされている方

向け）】

◆能代会場

●開催日時／ 11 月 19 日（土）14：

00 ～ 17：00　●場所／能代工業団地

交流会館「テクノサポートハウス」研修

室

◆大仙会場

●開催日時／ 11 月 20 日（日）10：

30 ～ 14：30　●場所／大仙市交流セ

ンター「はぴねす大仙」研修室

●講師／両会場とも鈴木英子氏　●定員

／各会場とも 30 人　●費用／無料　●

問合せ／秋田県国際交流協会　 018-

893-5499

ＦＡＸ
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16
17

18
第 26 回田沢湖マラソン
■時間　10：00 スタート　■場所　田沢湖畔ほか

飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

19 神代地区チャリティー敬老会
■時間　10：30 ～　■場所　神代市民体育館

20

21
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

22
社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

23
24

25
飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

大沼ブラックバス釣り大会
■時間　8：30 ～ 11：30　　■場所　大沼公園

26
27 法テラス秋田　弁護士巡回無料法律相談

■時間　13：00　■場所　角館交流センター

28
29
30 あじさい塾

■時間　19：00　■場所　角館交流センター

1

芹沢銈介展　－その作品と角館の足跡ー
■場所　平福記念美術館・角館樺細工伝承館・新潮社記念文学館
■会期　11 月 23 日（水）まで

仙北障がい者ふれあい芸能文化発表会
■時間　10：00 ～ 14：00　■場所　角館交流センター

2 飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

3
4
5

金

木

無料温泉入浴券をご利用
ください

　緊急経済支援対策として、広報５月

16 日号に折り込みました「無料温泉入

浴券」の利用期限は、平成 23 年 12 月

末までです。期限までにぜひご利用いた

だき、元気な体と気分もリフレッシュし

てみてはいかがですか。

＊日帰り入浴時間は施設により異なりま

す。事前に入浴時間を施設にお問い合わ

せください。（対象施設は入浴券に記載）

●問合せ／仙北市観光課　 43-3352

「仙北地域新規高卒者就
職面接会」の参加企業を
募集しています！

　雇用情勢が厳しい中、地域及び企業の

活力維持のため、人材を求めている企業

と県内就職を希望している高校 3 年生

との面接の場を設け、お互いの理解を深

めることにより、企業の人材確保と生徒

の県内就職支援を目的に開催します。

●日時／ 10 月 7 日（金）13：00 ～

16：00（受付開始は 12：30 から）

●場所／フォーシーズン（大仙市佐野町

2-4）　●参加費／無料　●参加企業／

高卒者を採用予定また検討していて、採

用後の就業先が秋田県内の企業（30 社

程度を目標）

【企業の皆さんへ】

・参加企業を募集中です。

・高卒求人募集中または求人を検討中の

企業の方々は、多くの生徒と面接する

チャンスですので、是非ご参加ください。

・なお、参加希望の場合は事前に申し込

みが必要ですので、お手数ですが仙北地

域振興局にご連絡ください。

●問合せ／秋田県仙北地域振興局　総務

企画部　地域企画課　企画振興班（担当：

佐々木、磐田）　 0187-63-5226

仙北市の行事予定

9月16日（金）～10月5日（水）

火

水

土

日

月

金

日

月

月

土

日

金

火

水

木

土10/

火

水

 山本歯科医院  仙北市角館町田町上丁50-2 0187-53-2058

「仙北市  市民ガイド」の訂正とお詫び

　13ページ武家屋敷紹介記事中表題に誤りがあり

ました。「足名氏」は「芦名氏」の誤りです。

　61ページ安心安全メールの登録メールのアドレ

スが誤りがありました。

　誤 )　toroku@ansihin.city.semboku.akita.jp

　正 )　toroku@anshin.city.semboku.akita.jp

　66ページ医療機関■角館地区に山本歯科医院さ

んが掲載されていませんでした。

　まことに申し訳ありませんでした。

　訂正しお詫びいたします。

※訂正にご利用ください。

お知らせ

秋田県点字図書館のご案内

　仙北市の皆様、こんにちは。秋田県展

示図書館です。秋田県展示図書館は目の

不自由な方々が、より多くの本を楽しめ

るように、点字と、テープや CD を貸し

出しする図書館です。また本だけでなく、

雑誌や身近な情報などをお届けします。

ご利用は電話やファックスで申し込むこ

とができます。またいろいろなサービス

がありますので、まずは点字図書館まで

お電話ください。

018-845-0031

FAX 018-845-7772

メール tenji@fukinoto.or.jp

りんどうを栽培してみま
せんか？

　りんどうは盆・彼岸に需要が高く、こ

の時期の単価が安定している品目です。

　りんどうは、酸性土壌をよく好み、水

田転換畑に向き、宿根性なので、一度定

植すると 5 ～ 6 年は収穫可能です。

　初期導入作付面積は、10 アール以上

での栽培が条件となります。（県・市か

らの助成制度があります）2 年目からの

収益性として、10 アール当たり収量約

3 万から 3 万 5 千本、販売額は約 120

万から約 140 万が見込まれます。

　県・市・JA 秋田おばこによる栽培説

明会・現地視察研修会を、10 月中旬頃

開催予定です。栽培に興味のある方は、

下記までご連絡ください。

・市役所農村活性化課　 43-2206

・ＪＡ田沢湖営農センター　 44-3121

・ＪＡ角館営農センター　 54-3154

・ＪＡ西木営農センター　 47-3115

＊株養成となる 1 年目は、収穫できない

ため、収入はゼロとなります。

仙北市げんき商品券・子育てげん
き商品券をお持ちの皆様へ

使用期限が迫っています！

　6 月、7 月に販売し、大好評のうちに

完売しました商品券の使用期限が、9 月

30 日（金）までとなっています。期限

が過ぎると使えなくなってしまいますの

で、使い忘れなど無いようお気をつけく

ださい。

●問合せ／仙北市商工会　 54-2304

りんどう販売促進キャラクター

「りんどうちゃん」

秋田県立角館南高等学校
駒草同窓会

●日時／ 10 月 16 日（日）10：00 ～

●場所／グランデールガーデン　●申

込・問合せ／各期の幹事か高校事務局　

54-1166　

ほっとかだる巡回せんぼく

高齢者の買い物サポート
支援などを行います

　ほっとかだる巡回せんぼくは、高齢者

の皆さんが自分で作った手作り商品を、

地元の「森の駅　産直庵」「田沢湖市」

などで販売したり、お買い物をお手伝い

します。また、毎週水曜日に高齢者の方

や一人暮らしの方へ、手作り惣菜やお弁

当の注文配達をします。（田沢・生保内

地区の方を対象）

＊手作りお惣菜を一緒に作ってくれる、

高齢者の方も募集しています。（田沢・

生保内地区の方。送迎します）おこづか

いづくりにいかがですか？

【買い物サポート支援】

　毎週火曜日はお買い物(地元スーパー・

通院等）へ、毎週金曜日は楽しい昼食会

へお連れします。（送迎無料）

＊1日6人まで。早めにご予約ください。

●対象地域／田沢・桧木内地区

　
●問合せ／ NPO 法人地域サポート仙北

担当：菊池・鈴木　 52-1710

　8 月 8 日（月）かくのだてフィルムコミッションの総会

が開催されました。今年度は、例年取り組んでいますフィ

ルムコミッションの事業に加えまして、かくのだてフィル

ムコミッションのホームページの充実、だいせん大曲フィ

ルムコミッション設立に併せ、近隣フィルムコミッション

との連携により力を入れ映像を通しての地域づくりに貢献

していきたいと考えています。

　また市民の皆様が撮影したロケ候補地の写真作品を一同

に展示する、ロケ候補地写真コンテストの開催も予定して

います。これは、生活に密着した身の回りに何気ない風景

をロケ地に仕立てていこうとするものです。また、こうし

た取組を通じて、フィルムコミッション活動を市民の皆様

により身近なものにして

いただこうとした目的を

もったものです。

　内容が決まり次第、追っ

てご案内致しますので是

非ともご参加ください。

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてＦ・Ｃ

ロケーションだより

第 26 回生保内節全国大会
■場所　仙北市民会館

第 13 回田沢湖ツーデーマーチ
■場所　田沢湖レストハウス広場

Calendar　2011.9.16-10.5
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▼
角
館

の

お

祭

り
期
間
中
の
３
日

間
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
、
10
日
の

街
中
は
静
け
さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

耳
を
澄
ま
し
て
も
、
聞
こ
え
て
く
る
の

は
笛
の
音
・
・
・
？　

こ
の
季
節
に
鳴

く
虫
の
音
が
ち
ょ
う
ど
笛
の
音
に
聞

こ
え
る
だ
け
な
の
か
、
そ
も
そ
も
虫
す

ら
鳴
い
て
い
な
い
の
か
、
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
毎
年
こ
の
時
期
の
不
思
議

な
現
象
で
す
。（
Ｓ
Ａ
）　

▼
角
館
の
お

祭
り
が
終
わ
り
ま
し
た
。
お
祭
り
期

間
中
毎
年
思
い
ま
す
が
、
あ
の
パ
ワ
ー

は
す
ご
い
！
い
つ
も
圧
倒
さ
れ
て
い

ま
す
。
次
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
田

沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
５
千
人
を
超
え

る
ラ
ン
ナ
ー
が
４
種
目
で
健
脚
を
競

い
合
い
ま
す
。
毎
年
天
気
が
気
に
な

り
ま
す
が
、
今
年
は
晴
れ
る
か
な
？

（
Ｔ
Ｒ
）　

▼
今
号
が
皆
さ
ん
に
届
く

頃
は
、
９
月
も
半
ば
で
す
。
気
付
け

ば
今
年
度
も
半
年
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
後
半
の
広
報
せ
ん
ぼ
く
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
９
月
後

半
仙
北
市
は
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
。

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
、
生
保
内
節
全
国
大

会
の
ほ
か
も
広
報
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｙ
Ｏ
）

○
○
の
つ
ぶ
や
き

編
集
後
記

オフショット

防災情報・安心情報・子育て情報・学校情報

『仙北市安全・安心メール』をはじめました

● 空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jpへ空メールを送信してくださ
い。返信されるメールの内容に従って本登録を行ってください。

●http://anshin.city.semboku.akita.jpからも登録できます。
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